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読み手の年齢差による翻訳小説の言い換え 

―平井呈一訳『怪談』の日本語訳― 
 

A Study on the Expression Targeting Child :Translation of 

 "KWAIDAN" by Lafcadio Hearn 
 

湯 浅 千映子
＊ 

 

YUASA, Chieko  
 
１ はじめに 
 
 文章の書き手は、主たる読み手の年齢層を鑑み

て、読者対象のちがいにより、異なる表現を使い

分けることがある。海外翻訳の小説の場合、訳者

は、元となる原話を「一般」・「子ども」といった

読み手の年齢層に合わせ、その訳された表現を変

える。以下の例は、いずれも平井呈一訳『怪談』

の「耳なし芳一」の一部である。ａが一般向け（恒

文社刊『全訳小泉八雲作品集』）、ｂが子ども向け

（偕成社文庫版）の訳である。 
  
 a 昔はしかし、そうした平家の怨霊も、こんに

ちに比べると、もっともっとさかんに跳梁
ちょうりょう

してい

たものであった。夜、沖を通りかかる船のほとり

にあらわれて、その船を沈めにかかったり、ある

いは海で泳ぐ者などがあると、それを待ちかまえ

ていて、いきなり水の底へひきずりこんだりした

ものだ。（中略）この阿弥陀寺が建立され、いま言

うような石碑が立てられてからは、さすがに平家

の亡霊も、むかしに比べるとよほど人を悩ますこ

とが少なくなったとはいうものの、それでもなお、

どうかするとときどきまた、怪異をあらわすこと

をやめなかった。それはつまり、多くの亡霊たち

が、まだほんとうに成仏
じょうぶつ

しきっていなかった証拠

であろう。 
 

ｂところで、むかしは、そうした平家
へ い け

の亡霊
ぼうれい

は、

今日にくらべると、もっともっとさかんにあばれ

まわっていたものでした。夜
よる

、沖
おき

をとおりかかる

船
ふね

のそばにあらわれて、その船をしずめようとか

かったり、あるいはまた、海でおよぐものなどが

あるとそれをまちかまえていて、いきなり水の底
そこ

へひきずりこんだりしたものでした。 
 （中略） 

 この阿弥陀寺
あ み だ じ

がたてられ、石碑
せ き ひ

がつくられてか

らは、さすがに平家
へ い け

の亡霊
ぼうれい

も、まえにくらべると、

よほど人をなやますことがすくなくなったとはい

うものの、それでもやはり、どうかすると、とき

どきまだあやしい出来事
で き ご と

がおこっていました。そ

れはつまり、おおくの亡霊たちが、まだほんとう

に成仏
じょうぶつ

（死人がまよいをすてて仏になりきること）しき

っていなかった証拠
しょうこ

でした。 
 
 一般向けの「跳梁していた」が子ども向けでb
「あばれまわっていた」とある。a「ほとり」がb
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「そば」、阿弥陀寺がa「建立され」がb「立てら

れ」、石碑がa「立てられ」がb「作られ」となっ

ている。また、一般向けの（平家の亡霊が）a「怪

異をあらわすことをやめなかった」を子ども向け

では、b「ときどきまだあやしい出来事がおこっ

ていました」と平家の亡霊を主語に立てず、状況

説明をしている。さらに、「成仏」という語を子ど

も向けでは、カッコ書きにしてその中に語の説明

を添えている。 
 乙政（2014）は、こうした『怪談』の平井の訳

について、旧版（一般向け）から新訳（児童対象）

の差ととらえ、それらテキストの変更点として、

次のような特徴を指摘する。 
・「である体」から「です体」へ  
・仮名遣いを新仮名遣いに 
・漢字を使用する場合は、当用漢字に限る 
・旧訳の訳文で漢字が使われた表現をひらがな書

きに（ただし、難しい漢字表現を残す場合は、意

味をかっこの中に小さい字で書きくわえる。 
・文語調の慣用的表現は口語の平明な表現に     
・旧訳になかった接続詞を新訳ではくわえる。 
 偕成社文庫の編集部による「解説」には、平井

自身が小学生に理解できるやさしい言葉に改めた

旨が記されている。この書の作品が『全訳小泉八

雲作品集』から選ばれ、「生前に訳者自身の手で、

小学生にも理解できるように、やさしい言葉に書

きあらためられたものです。しかし、やさしく書

き直されたといっても、小泉八雲の原文の味わい

は、少しも傷つかないように、すみずみまで気を

くばられています」とある。ここに、平井自身が

読者の年齢を見て、表現を書き分けたという論拠

がある。 
 こうした書き手自身とは異なる存在である「子

ども」を意識して書かれた「子ども向け」の訳に

ついて、どんな言語的要素が平易な印象を形作る

のだろうか。この点に着目し、一般向けの翻訳文

と子ども向けに訳された文を比較し、言い換えの

実態と平易になる理由を明らかにする。 

 ２ 分析資料・分析方法 

 

 海外の文学作品の翻訳で、ⅰ同じ原作をⅱ同一

人物の訳者が訳しつつも、その対象年齢が「一般

向け／子ども向け」と異なることで、訳出された

表現に差異が見られるものであり、その「一般向

け」と「子ども向け」の両作品がⅲほぼ同時期に

「訳し分け」られた「完訳」作品という３つの条

件を備えることから、本稿では、ハーン作・平井

呈一訳の『怪談』の日本語訳を分析資料に選んだ。 
平井呈一は、恒文社版『全訳小泉八雲作品集』

全十二巻に収録の作品から十九編を選んで新たに

訳した。現在、児童向け作品として偕成社文庫か

ら出版されている（文庫の対象年齢の記載には、

「小学上級以上」とある）。 
 本稿では、上記の恒文社版と偕成社文庫版を分

析資料に、一般向け訳と子ども向け訳で、同じ情

報・同じ内容で対応し、表現が異なる部分を抽出

する。その形式的特徴は、以下の３パターンに集

約できる。①．②、④．⑤が「耳なし芳一の話」、

③が「青柳ものがたり」の例である。以下の例か

らフリガナを省略する。 

 

・「同品詞間での言い換え」 

①a あのような亡者に煩わさることは、ゆめゆめ

ないぞ。 

 b あのような亡者に苦しめられることは、けっ

してないぞ。 

②a 声は、いかにも不服らしげに、こんなことを

いうのである。 

 b 声はいかにも不服らしく、こんなことをつぶ

やきました。 

③aしかじかの役を勤めているものだといって、 



 
－355－

 b しかじかの役をつとめているものだとうちあ

けました。 

 

・「異品詞間の言い換え」 

名詞―動詞 

④a 芳一の左右からは、賞賛のささやきがおこっ

た。 

 b芳一の左右からは、ささやきがおこりました。

（中略）などという芳一をほめるささやきです。 

 

・「語と句が対応する」 

⑤a琵琶を弾唱するのに名を得ていた。 

 b琵琶がたいへんじょうずなので有名でした。 

 

同じ事態を伝える際、一般向けの語と相互に類

義関係にある表現が子ども向けとして選ばれてい

る。②・③は、一般向けのａで「言う」と訳す例

であるが、子ども向けではそれぞれ異なる動詞で

言い当てている。 

このように、表現が一つに固定されず、多様に

置き換え可能であることから、本稿では、「動詞

対動詞」の言い換えに焦点を絞り、分析する。  

湯浅（2016）では、中国文学の『聊斎志異』の

一般向け訳、小学生向け訳を資料に、訳語の難易

度の差を中心に、児童語彙の範囲を示す２種の語

彙資料を用いて説明した。 

 本稿では、国立国語研究所（2009）の「教育基

本語彙データベース」に収録される語に分析の範

囲を定め、延べ303組（異なり261組）の言い換

えのペアを抽出、これを分析対象とする。３種の

教育用語彙表のレベルをもとにしたその訳語の難

易度と、『分類語彙表』に基づく類義性を分析し、

その訳出過程における描写のちがいについて見て

いく。  

 

３ 言い換えに伴う語種の変換 

 

 まず、言い換えに伴って起こる語種の変換の有

無を見ておこう。一般向けの漢語サ変動詞を、子

ども向けに和語にするといった、一般向けから子

ども向けへの語種の変換パターンを表１に示した。 

 

 表１ 一般向け訳・子ども向け訳の語種構成 

一般／子ども 延べ 異なり 

 数 ％ 数 ％ 

a 和語/b 和語 223 73.60 193 73.95 

a 漢語/b 和語 67 22.11 58 22.22 

a 和語/b 漢語  6 2.00 6 2.30 

a 漢語/b 漢語  7 2.31 4 1.53 

計 303 100 261 100 

 

 その結果、一般向けで和語に訳されたものを小

学生向けに語種を変えず、和語にする例が７割以

上を占める。次いで、一般向けの漢語を和語にし

て訳す例が見られる。漢語の中には、「遇する」・「案

じる」といった「１字漢語＋する（じる）」形も含

めている。 

 児童読物の語彙の量的特性を分析した野村・柳

瀬（1978：92）によれば、児童読物全体の語種構

成は、一般の新聞、雑誌と比べ、和語の比率が高

く、また、児童読物の中では、高学年よりも低学

年で、ノンフィクションよりもフィクションで、

和語の出現率が高い傾向があるという。また、湯

浅（2015）では、海外の児童文学の翻訳を対象に

その語種構成を調査した。そこでも和語から和語

への言い換えが７割近くを占めており、文学作品

に共通の特徴と言える。湯浅（2016）の『聊斎志

異』の翻訳による比較の場合、和語から和語へ言

い換える例が延べ６割強であった。 

 和語の中では、複合動詞による訳が特徴的と言

えよう。⑥が「ろくろ首」、⑦が「梅津忠兵衛」の



 
－356－

例である。 

 

⑥ａやがて驚き入ったような口ぶりで、 

 ｂやがておどろいたような口ぶりで、 

⑦ａ忽然としてそこへ戻ってきたのを梅津は見た。  

 ｂとつぜんかけもどってきました。 

 

 ⑥がａの複合動詞の後項を省き、⑦がｂで前項

を加えて複合動詞にする例である。 

 

４ 言い換えに伴う訳語の難易度の推移 

４．１ 教育基本語彙による 

 

言い換えの際に生じる訳語の難易の差につい

て、国立国語研究所（2009）の教育基本語彙デー

タベースにある「語彙配当」を用いて実証する。

これは、７種の教育用基本語彙1を統合して求めた

ものである。 
本分析資料の言い換えの中には、教育用基本語

彙データベースに含まれない語を訳に用いた例も

存在する。 

例えば、ａ「ずしり、ずしりと縁をしさってい

った」（一般）、ｂ「ずしり、ずしりと縁をつたっ

て遠ざかっていきました」（子ども）のa「退る」、

ａ「からからと大笑した」（一般）、ｂ「カラカラ

とおおわらいしました」（子ども）のa「大笑する」

などは、教育基本語彙のリストに上がっていない。

そこで、分析対象を一般向け訳／子ども向け訳と

もにこの教育基本語彙データの27778語のリスト

内に採択されている延べ303組に限定した。 

分析対象外となったこれらの言い換えの動詞

について、大野晋・浜西正人編『類語国語辞典』

の位相の情報を見たところ、文章語や古風な語と

の記載があった。以下はいずれも一般向け訳で使

われた動詞で、教育基本語彙のリストになかった

動詞とその位相情報である。以下にその一例を挙

げる。 

一驚する（文章） 鹿島立ちする（文章） 現前

する（文章） 退る（日常 古風） 大笑する（文

章） 他行する（古風） 跳梁する（文章） 本

復する（文章 古風） まかり出る（古風） 誦

する（文語）  

  
 さて、教育基本語彙では、その収録語すべてに、

「語彙配当」として、小学校低学年、高学年、中

学校の３レベルを付与している。まず、それぞれ

のレベルごとの分布を一般向け訳と子ども向け訳

に分けて見てみよう。一般向け訳と子ども向け訳

（各303 例）の教育基本語彙の３段階のレベル分

布の内訳（延べ数）を表２に示す。 
 
 表２ 教育基本語彙の３レベル全体の分布 

 一般向け訳 子ども向け訳 

 数 ％ 数 ％ 

低学年レベル  136 44.88 260 85.81 

高学年  59 19.47 31 10.23 

中学校 108 35.64 12 3.96 

計 303 100 303 100 

  
 子ども向けでは、85％以上の260 語が小学校低

学年レベルの語で訳している。一般向けの訳でも、

他のレベルと比べ、小学校レベルの語がやや多く

見られるが、過半数に達していない。 
この一般向けの訳語と子ども向けの訳語を対

応させ、一般向けよりも子ども向けの方がやさし

い例を「Ⅰ 易化」、一般向けよりも子ども向けの

方が難しい例を「Ⅱ 難化」とし、両者で難易度

の差がない例をⅢ「変動なし」として表３に分類

した。例えば、a「告げる」は、小学校高学年レ

ベル、一方のｂ「話す」は、小学校低学年レベル

であり、「Ⅰ易化」の例となる。 
 低学年レベルとされる語の中には、「思う」や「感
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じる」、「努力する」など様々な語種の語が含まれ

ており、各レベル内でも語によって難易度に差が

生じることが予想される。そこで、上記７種の教

育基本語彙のうち、何種の基本語彙の資料に採用

されるかについても考慮した。より多くの基本語

彙の資料に採用される方をやさしい語と仮定する。

例えば、a「物語る」に対するｂ「話す」は、い

ずれも小学校低学年のレベル１であるが、「物語

る」は、「阪本」・「新阪本」・「国語研」の３種の基

本語彙に、「話す」は、６種の基本語彙のリストに

属しており、基本語彙への採択数の多い「話す」

の方がよりやさしいと考える。よって、Ⅲ「変動

なし」は、３段階の「語彙配当」と基本語彙の資料

の採択数がともに一致する例に限られる。 
 
 表３ 一般向け／子ども向け訳の難易差 教育基本語彙 

一般／子ども 延べ 異なり 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.「子」で易化 204 67.33 170 65.13 

Ⅱ.「子」で難化  59 19.47  55 21.07 

Ⅲ 変動なし  40 13.20  36 13.79 

計 303 100 261 100 

 表３の結果、易化の例が延べ・異なりとも70％
近くを占めるという結果となった。次いで、子ど

も向け訳で難易度の上がる例が２割近く見られた。

易化の例が過半数を上回るというこの結果が、一

般向け訳から子ども向け訳に言い換えることで、

多くの場合、語句を易化させていることの根拠と

なる。 
以下に、『怪談』の作品中に出現した度数２以

上の言い換えの例を挙げる。左が一般向け訳、「―」

の後に続く右が子ども向け訳である。 
 

Ⅰ子ども向けで易化 
失せる―行く おぼしめす―思う たぶらか

す―だます 案じる―心配する 驚き入る―驚く 
携える―持つ 交わす―する 召す―乗る 

食らう―食う・食べる 据える―置く  
存じる―知る・思う 端坐する―座る 致す―

する 定める―決める 当惑する―困る  
到来する―来る 得る―見つける 戻る―帰

る 約する―約束する 
 
Ⅱ子ども向けで難化 

来る―戻る 立つ―旅立つ 覚える―感じる 

傾ける―飲み干す 
 ここでレベルの変動の差が大きかった「易化」

の例、「難化」の例を挙げる。⑧は、「耳なし芳一」、

⑨は、「果心居士」の例である。 
 
 「易化」 
⑧ａ縁のはなに三昧の姿勢をとったまま、じっと

端坐している。（レベル３） 
 ｂ芳一は縁さきに座禅の姿勢をとったまま、じ

っとすわっています。（レベル１・６種） 
「難化」 

⑨ａその大盃でつづけさまに十盃を傾けた。 （レ

ベル１・４種） 
 ｂその大きなさかずきで、つづけさまに十ぱい

の酒をのみほしました。（レベル３） 
 

 ⑧は、中学校レベルの「端坐する」の２字漢語

の語基を和語化させ、「すわる」の低学年レベル

の語にしている。⑨は、「傾ける」自体は、低学

年レベルのやさしい語であるが、グラスを傾ける

動作を飲むことに置き換えており、比喩を用いた

例である。訳者の平井は、子どもにとってその解

釈がむずかしいと考え、「飲み干す」と具体的な

人間の動作で描写を１つに定めている。 
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４．２ 児童・生徒に対する日本語教育のための

基本語彙調査による 
  
 次に、工藤（1999）による「児童生徒に対する

日本語教育のための基本語彙」を用いて分析する。

この資料では、６種の資料に収録の語の共通度か

ら導かれた成人対象の基本語彙と、子ども用資料

4種中２種で重複する655語を含む2,410語2が児

童生徒対象の理解語彙として望ましいとされる。

工藤（1999）の子ども用資料４種中２種以上に共

通して見られる語で、『怪談』の作品中に登場した

ものは、以下のような例がある。 
 
子ども用資料４種に共通 絞る   
子ども用資料３種に共通 駆ける 着替える 震

える 
 
この 2,410 語は、工藤（1999：184）の「リス

ト７」で示される。ここでは、このリスト７の範

囲内に入るか否かでレベル判定を行った。 
 
 表４ リスト７有／無の全体分布 工藤（1999） 

 一般向け訳 子ども向け訳 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.リスト７にあり 127 41.91 238 78.55 

Ⅱ.リスト７になし 176 58.09 45 14.85 

計 303 100 303 100 

 
一般向け訳は、「リスト７」にない語を６割近

く用いて訳し、一方の子ども向け訳は、「リスト７」

に収録される語を８割近く用いて訳している。 
これをふまえ、一般向けでリスト７にない語か

ら子ども向けでリスト７にある語への言い換えを

Ⅰ「易化」とし、一般向けのリスト７にある語か

らリスト７にない語への言い換えをⅡ「難化」、リ

スト７にある語同士の言い換えをⅢ「変動なし」

として、以下の表５に分類した。 
 

  表５ 一般向け／子ども向け訳の難易差 工藤（1999） 

一般／子ども 延べ 異なり 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.「子」で易化 163 53.80 129 49.43 

Ⅱ.「子」で難化 23 7.59 19  7.28 

Ⅲ 変動なし 117 38.61 113  43.30 

計  303 100 261 100 

 
 表５の結果、リスト７にない語からリスト７に

ある語へと訳す例が も多く、教育基本語彙の結

果より少ないものの、延べ数で全体の過半数を占

めている。このことから、子ども向け訳では、リ

スト７にある、児童生徒の理解語彙としてふさわ

しい語に言い換えていることがわかる。 
 前節の「教育基本語彙」の結果と照合してみよ

う。表５で、子ども向けでリスト７に入る語を訳

に用いる、易化の延べ163 組中、148 組が表３の

「教育基本語彙」でも「易化」の例となっていた。

２種の語彙表による両調査の結果、一般向けより

も子ども向けがやさしいとされた一例は以下の通

りである。 
急ぐ―駆けつける いる―詰めかける 傾ける―

飲み干す 見える―見受ける 言う―言いつける 

言う―打ち明ける 言う―言い出す あげる―供

える 置く―差し出す 追う―追い込む 抜ける

―抜け出す 
 一方、表５で、子ども向けでリスト７にない語

を訳にする、難化の延べ23 組中、21 組が表３の

「教育基本語彙」の場合も「難化」で共通してい

た。 
 ２種の語彙表において、一般向けより子ども向

けの訳の難易度が低いとされたものを以下に示す。 
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急ぐ―駆けつける いる―詰めかける 傾ける―

飲み干す 見える―見受ける 言う―言いつける

言う―打ち明ける 言う―言い出す あげる―供

える 置く―差し出す 追う―追い込む 抜ける

―抜け出す 
  
 ４．３ 光村図書「学習基本語彙」による 

 

 光村図書（2015）の『語彙に着目した授業をつ

くる』には、光村図書の小学校国語教科書の本文

中に提出された語をまとめた「語彙表」があり、

教科書の初出の情報（小１上～小６）、ならびに光

村図書が選定した「学習基本語彙」3,300 語が収

録されている。ここでは、「学習基本語彙」が五十

音順に配列された一覧表を用いて、このリストに

含まれるか否かで難易差を見た。中には、2015
年版「学習基本語彙」に含まれないものの、2011
年版「学習基本語彙」に収録される基本的な語も

存在する。「持つ」は、2011 年版で「学習基本語

彙」とされ、「２年上」の教科書に初出で登場する。

一般向け訳で「立つ」、子ども向け訳で「持つ」・「立

つ」である。こうした例も「学習基本語彙」の語

として分析した。 
 以下は、学習基本語彙と初出情報の一例である。 

 

一般向け訳 子ども向け訳 

至る 行く 

初出 学習基本語彙 初出 学習基本語彙

小五   あり 小一上   あり 

隔てる 離れる 

初出 学習基本語彙 初出 学習基本語彙

なし   あり 小三下   あり 

察する 悟る 

初出 学習基本語彙 初出 学習基本語彙

なし   あり 小六   あり 

 

 「隔てる」は、国語教科書に登場しなかったも

のの、この学習基本語彙には収録されている。よ

って、これは、小学校で学ぶ も難しい語とここ

では見なす。一方の子ども向け訳「離れる」は、

小学三年レベルであり、いずれも学習基本語彙に

入っている難しい語からやさしい語への言い換え

と言える。 
 また、「察する」に対する「悟る」の訳の場合、

両者とも学習基本語彙に含まれ、「察する」が初出

になく、「悟る」が小学校六年で登場する。ここで

は、「察する」を学習基本語彙内に存在する、小学

校の 高学年のレベルととらえ、「察する」と「悟

る」は、難易度に差は生じていない例とし、分析

した。 
表６を見ると、4.2 の場合とほぼ同じ割合を示

している。子ども向け訳でⅡ「一覧になし」の動

詞が4.2 の表４と比べて若干多いのは、「する」や

「なる」の基本的な動詞が一覧に含まれていない

ためである。 
 
 表６ 「学習基本語彙一覧」有／無の全体分布」 

                   光村図書（2015） 

 一般向け訳 子ども向け訳 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.一覧にあり 130 100 206 100 

Ⅱ.一覧になし 173 100  97 100 

計 303 100 303 100 

次に、前節と同様、一覧に入るか否かで、一般

向けで学習基本語彙にない語から子ども向けで学

習基本語彙にある語への言い換えをⅠ「易化」と

し、一般向けの学習基本語彙にある語から学習基

本語彙にない語への言い換えをⅡ「難化」、学習基

本語彙に含まれる語同士の言い換えをⅢ「変動な

し」として、以下の表７に分類した。 
 



 
－360－

 表７ 一般向け／子ども向け訳の難易差  

                  光村図書（2015） 

一般／子ども 延べ 異なり 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.「子」で易化 169 55.78 142 54.41

Ⅱ.「子」で難化 58 19.14 52 19.92

Ⅲ 変動なし 76 25.08 67 25.67

計  303 100 261 100

 

 ４.１と４.２の２種の教育基本語彙の結果とほ

ぼ重なる。一般向けより子ども向けの方が初出の

学年が早く、やさしい例が過半数を上回っている。

次に一般向けより子ども向けの方が初出年が遅く、

難化する例が多いという点は、4.1 の結果と共通

しているのがわかる。 

 以上のことから、本分析資料の子ども向け訳は、

過半数以上が一般向け訳よりもやさしい語が選ば

れていた。その一方で、一般向けよりもむずかし

いとされる語を子ども向けの訳とする場合も少な

からず存在する。その理由は何か。言い換えに選

ばれた表現の意味を分析する必要があろう。次節

以降で詳細に見ていく。 

 

 ５．『分類語彙表』に見る意味の類似性 

 

前後の文脈を同じくする中、子ども向けへ動詞

を言い換える際に、一般向けと子ども向けの動詞

は、どの程度の意味の重なりで類義関係を作って

いるのだろうか。国立国語研究所（2004）『分類

語彙表（増補改訂版）』を用いて、一般向けと子ど

も向けの言い換えの各動詞に分類番号をあてはめ、

照合し、一般向けと子ども向けの分類番号の位置

とその重なりから、両者の意味の一致度を見た。 
『分類語彙表』の「まえがき」によれば、小数

点以下４桁を含む計５桁の分類番号の表す意味的

範疇は、より広い概念から順に〈類〉、〈部門〉、〈中

項目〉、〈分類項目〉の４つの階層があり、〈分類項

目〉の中に、２桁の〈段落番号〉がある。本稿で

は、品詞の「類」の下位にある「部門」を細分化

し、さらに下位の「分類項目」をまとめる、「中項

目」が一致する例をⅡとし、「分類項目」が一致す

る例をⅠ、いずれの一致も見られない例のⅢの３

つに区分し、その分布を見た。 
 表８の分類番号の位置による照合の結果、一般

向けと子ども向けの間でⅠの「分類項目」が一致

する例が も多く、次いでⅢの分類番号が一致し

ない例が多く見られ、いずれも延べ・異なりとも、

20％以上の割合を示している。 
 一般向けと子ども向けの間で類義の動詞を選ん

で訳していることがわかった。 
 

 表８ 『分類語彙表』における位置  

一般／子ども 延べ 異なり 

 数 ％ 数 ％ 

Ⅰ.分類項目一致 176 58.09 146 55.94 

Ⅱ中項目が一致 57 18.81 53 20.31 

Ⅲ一致なし  70 23.10 62 23.75 

計  303 100 261 100 

  
「分類項目」と段落番号がともに、一般の訳、子

どもの訳で一致する例を以下に示す。 

《和語―和語》 

語る2.3131-01－話す2.3131-01 

《漢語―和語》 

看破する2.3066-11―見破る2.3066-11 

《和語―漢語》 

案じる2.3013-04／2.3061-06―心配する2.3013-04 

／2.3061-13 

 

 一般向けと子ども向けで意味のへだたりが見ら

れた「Ⅲ一致なし」の例について、表３の教育基

本語彙による難易差の結果と重ねて見ると、全70
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組中、易化が42 組、難化が16 組、変動なしが

12 組であった。 
「一致なし」の具体例をあげる。⑩は、「耳なし芳

一の話」、⑪は、「鏡のおとめ」、⑫は、「まもられ

た約束」の例である。 

 

  「易化」レベル３→レベル１ 

⑩ａどこへ失せおったか見てくりょうわ。  

  失せる 2.1250-02  

 ｂどこへいったか、見てやろうぞ。     

  行く 2.1527-13        

 

「変動なし」レベル１→レベル１ 

⑪ａ嫣然たる笑みを含んではいない。         

  含む2.1130-09 2.3393-06  

 ｂにっこりしたわらいはうかんでいません。   

  浮かべる2.1541-07     

   

 「難化」レベル１→レベル２ 

⑫ａ加古の里をあとに立っていったのである。   

  立つ 2.1220-07 2.3391-02 

 ｂ加古の里をあとに旅立っていったのです。   

旅立つ 2.1521-11    

 

 変動なしの⑪「（笑みを）含む」も⑫「立つ」も

⑩の「（盃を）傾ける」と同様に、一般向けで比喩

的な表現であったものを子ども向けで文脈に沿っ

た内容の動詞で明確にその状況を示している。 
 

 ６．英語の原文との対照 

 

 ここでは、平井による２つの訳例⑬・⑭から、

読者を意識し、どう訳しわけていったか、原文の

英語の表現も併せて見ることで、考察を深めたい。

⑬が「青柳ものがたり」、⑭が本稿の冒頭で取り上

げた「耳なし芳一」の例である。 

 

⑬a 自分はかくかくの名の、こういう血筋のもの

で、能登候の家中で、しかじかの役を勤めている

ものだといって、その場で向きつけに申し出たほ

ど、切なるものがあったのである。 

 b じぶんはかくかくの名の、こういう血すじの

もので、 能登候の家中で、しかじかの役をつとめ

ているものだとうちあけました。友忠の心には、

それほど、切なるものがあったのです。 

he asked the old people to give him their  
daughter in marriage,-- telling them, at the  
same time, his name and lineage, and his  
rank in the train of the Lord of Noto. 
 

 子ども向けの「打ち明ける」のもつ語の意を単

純化させ、一般向けの「言う」の訳になっている。

「打ち明ける」と詳述する方が友忠が自分の内面

を相手に包み隠さず語る場面だとはっきり認識で

きる。その点で、この「打ち明ける」の訳は、語

のやさしさよりも描写の正確さを優先させたもの

と思われる。英語では、telling と表現されてお

り、「打ち明ける」のニュアンスはそこにはない。 

 

⑭a昔はしかし、そうした平家の怨霊も、こんに 

ちに比べるともっともっとさかんに跳梁していた 

ものであった。 

 bところでむかしは、そうした平家の亡霊は、

今日にくらべるともっともっとさかんにあばれま

わっていたものでした。 

In former years the Heiké were much more 
restless than they now are.  
一般向けの「跳梁する」は、分析に用いた語彙

資料のいずれにも収録されない語である。一般向

けの「飛んではねまわる」という意に対し、子ど

も向けでは、「あばれまわる」とあちこちで悪さを

犯すという意が対応しており、子ども向けではネ
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ガティブな印象も含意する。 

原文を見ると、動詞ではなく形容詞によってそ

のありさまが表されている。「restless」には、じ

っとしていられず落ち着きがないという意があり、

落ち着きがない様子を一般向けの訳も子ども向け

の訳も「平家の怨霊（亡霊）」が実際に動くその出

来事として表している。 

 その他、教育基本語彙データに含まれず、分析

対象外とした動詞の訳の中にも特徴的なものが見

られた。 後にその２例を取り上げる。いずれも

複合動詞をによる一般向けの訳を子ども向けにし

た例である。⑮が「雪おんな」の例、⑯が「食人

鬼」の例である。 

 

⑮aお雪があんどんのかげで針しごとをしている

と、巳之吉がお雪の姿をつくづくと打ち眺めなが

ら、こんなことを言った。 

 bお雪があんどんのかげで針しごとをしていま

すと、巳之吉がお雪のすがたをつくづくとながめ

ながら、こんなことをいいました。 

O-Yuki was sewing by the light of a paper lamp; 
and Minokichi, watching her, said:  
 

⑯a聞く者は、いずれも驚いたように、たがいに

顔を見合わせながら、しばらくおし黙っていたが、

やがてそのあとであるじが言った。     

 b聞いているものは、いずれもおどろいたよう

に、たがいに顔を見あわせながら、しばらくだま

っていましたが、やがてわかい主人がいいだしま

した。 

The listeners looked at each other, as in 
astonishment; and, after a moment of silence, 
the master of the house said: 
 

 ⑮は、一般向けの訳「打ち眺める」の前項「打

ち」の存在によって、後項の「眺める」という動

作の様態（ぼんやりとお雪の姿を見ている様子）

がわかる。また⑯も一般向けの訳「押し黙る」の

前項「押し」があることで、周りの者が頑として

口を開こうとしない様子が容易に想像できる。ま

た、一般向けの「言った」に対し、「いいだした」

と、子ども向け訳で後項を添えている。子ども向

け訳の方が、長い沈黙を破り、口火を切った様子

が想像でき、場面を限定している。 

 このように⑮は、前項「打ち」によって後項の

動詞「眺める」の意味を和らげる。一方の⑯の前

項「押し」は、後項の動詞「黙る」の程度を強め

ている3。 

 さらに原文を見ると、⑮の「打ち眺める」が

「watching」とより簡素な表現が用いられ、⑯の

「押し黙る」が、「after a moment of silence」

と名詞句の形で「沈黙の時の後」と表現されてお

り、日本語訳の方が動的な表現となっている。 

 以上の例から、英語の原文との比較対照を通し、

一般向けと子ども向けの両者の訳出表現のちがい

を明らかにすることができた。原文の英語も併せ

て見たところ、原文や一般向けの場合、読み手の

想像力の動員を期待し、広汎な意味を有する動詞

で単純化させて描写するのに対し、子ども向けで

は、状況を的確に描写しようと、当該の場面を仔

細に表現する動詞を選んでいる。これにより、作

品世界を規定し、そのイメージを固定化さること

ができる。このとき、読み手の子どもに対し、想

像力を発動するよう求めることはない。 
 

 ７．まとめ 

 

本稿は、『怪談』の言い換えに伴う難易度の移

行について、従来の語彙配当の３レベルに加え、

教育基本語彙に採択された語彙の数の多寡を調査

に加えた結果、より微細なレベル差を導くことが

できた。さらに、工藤（1999）や光村図書の教科
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書の情報も加えて、一般向けよりも子ども向けの

方が過半数以上の割合で易しくなるという分析結

果を補強することができた。 

「子ども向け」の訳では、一般向けの訳から解

放され、訳者が思い描く「子ども」像に合わせ、

場面が明確に伝わるよう、人物の動きで可視化さ

せたり、結果を先回りして示すなどの工夫を凝ら

して表現する。こうした現象により、語を子ども

向けに換えるということは、必ずしもやさしい語

を選ぶだけで成立するものではないと言えよう。

『分類語彙表』が示す類義性の分析とともに、今

後も考察を続けていきたい。 
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